
　　　

★反射材を身につけた場合は、最低でも約５７ｍの視認距離があります！
６０ｋｍ/ｈでも歩行者の確認ができ、手前で止まることができます。反射材の面積が大きければ、１００ｍぐらい離れていても見えます。

これから徐々に夕暮れ時が早まります。

日没が近づくにつれ、視認性が悪くなり、事故を起こす危険性が高くなります。
車や自転車のライトを早めに点灯することにより、前方がよく見えるだけでなく、自車の存在を相手に気
付かせることができます。（ライト点灯推奨時間：４月～９月は午後５時、１０月～３月は午後４時）

また、歩行者や自転車に乗る際も、車の運転手からよく見えるよう、出来るだけ暗い色の服装は避け、明

るい色の服を着たり、反射材を身につけたりして、自分の存在を知らせましょう。

お互いが意識して行うことにより、注意喚起になり、事故防止につながります。

反射材を身につけていない状態で、ドライバーから歩行者が見える距離は、着用している衣服の色によって異なります！

黒っぽい服装

約２６ｍ 明るい服装

約３８ｍ
反射材着用

５７ｍ以上

●ヘッドライトがロービームの時にドライバーから見える距離

黒っぽい服装 → 約２６ｍ

白っぽく明るい服装 → 約３８ｍ

●ドライバーが歩行者を発見して停止できるまでの距離

５０ｋｍ/ｈ → ３２ｍ

６０ｋｍ/ｈ → ４４ｍ
歩行者を認識した瞬間にブレーキを踏んでも
間に合わない！
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